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明治大学校友会

　

敬
愛
な
る
校
友
皆
様
に
は
、益
々
ご
壮
健
に
て
お

過
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は

格
別
の
ご
指
導
、ご
厚
誼
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
年
が
明
け
早
い
も
の
で
、本
年
十
月
五
日
、

六
日
に
は
第
五
十
五
回
全
国
校
友
千
葉
大
会
を
開

催
、
千
葉
県
東
西
支
部
が
一
つ
に
な
り
、
全
国
校
友

の
皆
様
を
千
葉
県
に
迎
え
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は「
前
夜
祭
」が
浦
安
、「
本
大
会
」が
幕
張
と

二
か
所
と
な
り
ま
す
。
十
月
六
日
は
本
大
会
の
記
念

式
典
・
記
念
講
演
を
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
に
て

開
催
し
、懇
親
会
は
屋
根
続
き
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
幕
張
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
六
日
午
前
中
に
は

成
田
山
参
拝
・
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
タ
ワ
ー
幕
張
で
マ

ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
ラ
ン
チ
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
翌
日
七
日
に
は
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
を
真

名
カ
ン
ト
リ
ー
で
開
催
予
定
で
す
。
そ
の
他
七
日
、

八
日
に
は
盛
り
だ
く
さ
ん
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
も
組

ん
で
お
り
ま
す
。
各
ゼ
ミ
・
グ
ル
ー
プ
希
望
に
よ
り

二
次
会
会
場
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

五
十
年
に
一
度
の
千
葉
県
で
の
全
国
校
友
大
会
で

す
。
敬
愛
な
る
校
友
が
一
つ
に
な
り
大
会
を
成
功
裡

に
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
位
、一
段
の
ご
協

力
・
ご
参
加
・
ご
協
賛
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
部
長
あ
い
さ
つ

「
や
っ
さ
い
！
も
っ
さ
い
！
お
っ
さ
！！
来
た
い
よ
総
の
国
」

明
治
は
ひ
と
つ
！
お
っ
さ
！ 

千
葉
も
ひ
と
つ
！
お
っ
さ
！ 

前
へ
！ 

前
へ
！

明
治
大
学
校
友
会
　
千
葉
県
東
部
支
部
長

第
55
回
明
治
大
学
全
国
校
友
千
葉
大
会

実
行
委
員
会
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
小
関　

道
生

新春賀詞交歓会（平成31年2月9日）

講演会：渡辺正行氏（平成31年2月9日）

應援團（平成31年2月9日）

第54回全国校友石川大会（平成30年9月30日） 公開講演会：甲斐靖文氏（平成30年9月15日）鏡開き（平成30年9月30日）



　
　
　
　
　
　
　　
　
　

支
部
長
　
金
子
　
信
博

　

秋
季
リ
ー
グ
戦
、前
半
戦
は
あ
と
一
歩
及
ば
ず

の
戦
績
で
し
た
が
、３
カ
ー
ド
目
で
今
季
初
の
勝

ち
点
を
挙
げ
ま
し
た
。
宿
敵
早
大
戦
に
母
校
応
援

の
た
め
、10
月
14
日（
日
）に
校
友
９
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
は「
大
学
の
後
輩
の
援
助
」の
た
め
、野
球

部
に
陣
中
見
舞
。
森
岡
祐
満
主
務
は「
今
季
こ
そ
、

リ
ー
グ
戦
優
勝
と
大
学
日
本
一
を
達
成
し
た
い
」

と
の
挨
拶
で
し
た
。

　

試
合
は
明
大
が
竹
田（
履
正
社
）と
早
大
が
西
垣

（
報
徳
学
園
）の
１
年
生
同
志
が
先
発
。
３
回
９
番

竹
田
が
四
球
で
出
塁
し
、１
番
逢
沢（
４
年
・
関
西
）

が
左
中
間
３
塁
打
で
１
点
先
取
。
し
か
し
、そ
の

後
６
回
ま
で
西
垣
を
攻
略
出
来
ず
、反
対
に
６
回

裏
に
竹
田
の
暴
投
の
間
に
１
点
を
勝
ち
越
さ
れ
逆

転
。
早
大
は
２
番
手
早
川（
２
年
・
木
更
津
総
合
）

紫 紺 ち ば

幹
事
長
　
国
吉
　
晃
甲

　

第
55
回
　
全
国
校
友
千
葉
大
会

　
実
行
委
員
会
だ
よ
り

　

概
要
と
し
て（
詳
細
は
別
途
ご
参
照
）10
月
５

日（
土
）支
部
長
等
懇
談
会
～
前
夜
祭（
浦
安
市
舞

浜
）、６
日（
日
）記
念
式
典
・
記
念
講
演
～
懇
親
会

（
千
葉
市
幕
張
）、７
日（
月
）～
８
日（
火
）は
記
念

ゴ
ル
フ
や
観
光
な
ど
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

楽
し
み
な
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
数
回
、東
西
支
部
長
を
中
心
に
両
支
部
が

力
を
合
わ
せ
実
行
委
員
会
を
開
催
、お
陰
様
で
骨

子
も
固
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
３
月
か
ら
は
10

月
６
日
の
記
念
式
典
や
懇
親
会
で
司
会
ご
担
当
タ

レ
ン
ト
の
渡
辺
正
行
さ
ん（
明
大
落
研
・
６
代
目
紫

紺
亭
し
い
朝
）も
加
わ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。

　

い
よ
い
よ
千
葉
大
会
に
向
け
て
実
行
委
員
会
も

本
格
稼
働
で
す
。

　

55
回
目
に
し
て
初
の
千
葉
県
開
催
で
す
。
記
念

誌
の
協
賛
広
告
も
締
切
間
近
、そ
の
他
、事
前
準

備
か
ら
当
日
の
ご
参
加
お
手
伝
い
を
含
め
、千
葉

県
校
友
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
は
大
会
・
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
は
京
成
ト
ラ
ベ
ル（
☎
０
４
３
│
２
９
７

│
３
２
５
１
）、協
賛
広
告
は
事
務
局
長 

林
さ
ん　

 

（
☎
０
４
３
│
２
９
６
│
３
６
７
６
・
グ
リ
ー
ン

タ
ワ
ー
幕
張
内
）ま
で
。

（2）2019年（平成31年）4月19日

千
葉
地
域
支
部

地
域
支
部
だ
よ
り

四
街
道
地
域
支
部

が
好
投
。
結
局
ヒ
ッ
ト
は
明
大
が
３
本
、早
大
が

７
本
と
打
ち
負
け
ま
し
た
。

　

反
省
会
は
、四
街
道
駅
前
の「
ゆ
る
り
庵
」で
、

引
分
後
２
戦
目
敗
戦
の
反
省
と「
箱
根
駅
伝
」出

場
の
祝
杯
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
山
口
　
進

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代
表
選
手

の
選
考
競
技
会
が
本
年
９
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
マ
ラ
ソ
ン
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ（
Ｍ

Ｇ
Ｃ
）と
よ
ば
れ
、び
わ
湖
・
名
古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ

マ
ラ
ソ
ン
終
了
時
点
で
男
子
30
名
、女
子
14
名
が

出
場
権
を
得
て
お
り
、特
に
男
子
で
は
日
本
記
録

が
短
期
間
に
更
新
さ
れ
、注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
競
技
は
今
や
人
気
ス
ポ
ー
ツ
で
、千

葉
県
内
で
も
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
を
頂
点

に
各
地
に
恒
例
と
な
っ
た
大
会
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
印
旛
地
域
支
部
管
内
の
佐
倉
市
が
開
催

す
る「
佐
倉
朝
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」は
今
年
で
38

回
目
を
数
え
ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
公
認
大
会

で
あ
り
、の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る
印
旛
沼

沿
い
を
駆
け
抜
け
る
コ
ー
ス
で
、髙
橋
尚
子
選
手

や
有
森
裕
子
選
手
が
練
習
を
積
ん
だ「
金
メ
ダ
ル

ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
」を
走
れ
る
の
も
魅
力
の
一

つ
で
す
。

　

38
回
も
の
開
催
は
、主
催
市
で
あ
る
佐
倉
市
は

も
ち
ろ
ん
、コ
ー
ス
沿
道
地
元
の
皆
さ
ん
の
長
年

の
支
え
と
何
回
も
参
加
さ
れ
る
根
強
い
フ
ァ
ン
に

よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

東
部
支
部
の
皆
さ
ん
も
、初
心
者
に
最
適
な
佐

倉
マ
ラ
ソ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

印
旛
地
域
支
部
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明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長四

街
道
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

農
学
部
卒

金
子
信
博

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長千

葉
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
32
年　

商
学
部
卒

新
城
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

支
部
長

千
葉
地
域
支
部
名
誉
支
部
長

昭
和
40
年　

経
営
学
部
卒

小
関
道
生

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長山

武
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
37
年　

経
営
学
部
卒

行
木　

静

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長茂

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
36
年　

商
学
部
卒

横
堀
喜
六

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長木

更
津
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
47
年　

工
学
部
卒

棚
倉
英
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長習

志
野
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
39
年　

商
学
部
卒

岩
城
文
彬

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長成

田
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

小
川　

賢

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長印

旛
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
28
年　

農
学
部
卒

山
口　

進

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長市

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

法
学
部
卒

市
河
素
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長八

千
代
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

工
学
部
卒

北
川
宏
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長鴨

川
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

政
経
学
部
卒

石
田
日
出
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長地

域
支
部
設
立
担
当

昭
和
40
年　

農
学
部
卒

伊
藤
博
陽

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

習
志
野
地
域
支
部
顧
問

昭
和
33
年　

商
学
部
卒

深
山
正
幸

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
32
年　

法
学
部
卒

名
取 

始

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

名
誉
支
部
長

千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

椎
名
茂
樹

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問四
街
道
地
域
支
部
顧
問

昭
和
34
年　

商
学
部
卒

長
嶋
秀
和
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明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

山
武
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

政
経
学
部
卒

植
松
憲
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
61
年　

工
学
部
卒

国
吉
晃
甲

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
43
年　

文
学
部
卒

小
池
孔
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
62
年　

政
経
学
部
卒

林　

威
樹

明
治
大
学
校
友
会

　
 

千
葉
県
東
部
支
部

幹
事
長千

葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
49
年　

商
学
部
卒

吉
田　

耕
太
郎

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

経
営
学
部
卒

関
口
勝
裕

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
60
年　

商
学
部
卒

関
根
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
会
計
幹
事

昭
和
42
年　

経
営
学
部
卒

蛭
田　

昇

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
50
年　

政
経
学
部
卒

山
本
俊
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

習
志
野
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
47
年　

法
学
部
卒

卯
木
良
和

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
44
年　

政
経
学
部
卒

行
徳
正
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事茂
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
41
年　

農
学
部
卒

元
吉
昭
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

平
成
3
年　

文
学
部
卒

向
後
恵
里

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
61
年　

法
学
部
卒

遠
山　

出

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部

平
成
26
年　

情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
卒

厚
畑　

亘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事印
旛
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

政
経
学
部
卒

岩
崎
良
信

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事

昭
和
53
年　

政
経
学
部
卒

佐
渡　

斉

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事木
更
津
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

商
学
部
卒

池
田
哲
郎

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

政
経
学
部
卒

勝
俣　

淳

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部

昭
和
49
年　

短
大
法
学
部
卒

菖
蒲　

小
百
合

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事市
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
52
年　

法
学
部
卒

高
橋
秀
彦

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

法
学
部
卒

宮
田
明
俊

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事

昭
和
52
年　

商
学
部
卒

藤
崎
政
弘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事八
千
代
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
43
年　

商
学
部
卒

伊
藤
慶
久

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事鴨
川
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

商
学
部
卒

辰
野
利
文

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事習
志
野
地
域
支
部
幹
事

昭
和
58
年　

法
学
部
卒

近
藤
一
夫
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次
に
、
四
大
学
校
友
会
対
抗
の
ゴ
ル
フ
大
会

（
明
治
、早
稲
田
、日
大
、中
央
）は
、５
月
11
日
一

の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
10
月
25
日
大
多
喜

城
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
月
の

一
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
で
の
コ
ン
ペ
で
は
、加
瀬
、

角
田
、菅
谷
、山
口
の
メ
ン
バ
ー
の
が
ん
ば
り
で

め
で
た
く
優
勝
し
、久
し
ぶ
り
に
校
歌
を
う
た
う

事
が
で
き
ま
し
た
。
10
月
の
大
多
喜
城
で
は
、参

加
者
が
ギ
リ
ギ
リ
の
状
態（
加
瀬
、山
口
、横
堀
、

角
田
）で
残
念
な
が
ら
最
下
位
と
な
り
、苦
汁
を

な
め
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
明
治
は
参
加
者
が
多
く
、
優
勝
の

チ
ャ
ン
ス
が
多
々
あ
り
ま
し
た
が
参
加
者
が
減
っ

て
、以
前
の
優
勢
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
、参
加
者
が
１
人
で
も
増
え
る
事
を
切
に
望

ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
小
川
　
賢　
　
　

　

平
成
30
年
度
は
、
５
月
26
日
の
総
会
よ
り
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
の
家
族
納
涼
会
、そ
し
て
暑
い
夏
を

避
け
て
９
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、

い
ず
れ
も
多
く
の
会
員
又
、家
族
の
方
が
参
加
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

六
大
学
野
球
の
応
援
は
残
念
な
が
ら
実
行
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、次
年
度
へ
の
反
省
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

年
が
明
け
た
、１
月
26
日
の
新
年
会
を
も
っ
て

本
年
度
の
事
業
は
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、会
員
の
拡
大
が
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、全
国
大
会
も
千
葉
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

拡
大
の
き
っ
か
け
と
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

支
部
長
　
岩
城
　
文
彬

　

習
志
野
地
域
支
部
で
は
第
16
回
の
マ
ン
ド
リ

ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
５
月
18
日
の
土

曜
日
、習
志
野
市
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
で
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
回
を
重
ね
た
コ
ン
サ
ー
ト

で
感
じ
る
こ
と
は
、演
奏
曲
目
の
広
さ
、演
奏
に

当
た
る
若
人
の
学
生
服
姿
の
清
潔
感
、ひ
た
む
き

な
努
力
に
裏
打
ち
さ
れ
る
真
剣
さ
に
、年
代
を
超

え
て
幅
広
く
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
を
愛
さ
れ
る
皆
様

が
見
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。
日
本
人

の
こ
こ
ろ
に
は
時
代
を
超
え
て
郷
愁
と
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
童
謡
、唱
歌
に
は
心
を
通
わ
せ

る
も
の
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ご
贔
屓
、な
ら
び
に
開

催
に
ご
賛
助
頂
い
て
い
る
地
元
の
皆
様
に
御
礼

を
兼
ね
ま
し
て
、習
志
野
市
在
住
の
山
一
興
産
社

長
柳
内
様
の
御
尽
力
で
、特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
由

紀
さ
お
り
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

習
志
野
地
域
支
部
に
お
き
ま
し
て
は
、例
年
開

催
を
、地
域
新
聞
、市
文
化
ホ
ー
ル
、市
広
報
、ロ
ー

ソ
ン
、校
友
会
会
員
に
よ
っ
て
宣
伝
、チ
ケ
ッ
ト

販
売
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
指
揮
監
督
を
甲
斐
靖
文
先
生
が
執
ら

れ
る
事
も
有
り
ま
し
て
、す
っ
か
り
地
域
に
定
着

し
た
第
16
回
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
開
催
日

に
は
２
カ
月
余
前
で
す
が
前
評
判
も
高
く
チ
ケ
ッ

ト
は
完
売
す
る
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
の
席

数
の
限
界
は
か
え
す
が
え
す
も
残
念
で
す
。

紫 紺 ち ば

ご
慶
事
を
お
祝
い
す
べ
く
祝
賀
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
場
所
は
、茂
原
に
な
り
ま
す
が
、校

友
の
関
係
す
る
生
命
の
森
リ
ゾ
ー
ト
内
の
ス
イ

ス
亭（
旧
ス
イ
ス
大
使
館
を
移
転
し
た
建
物
）に

お
い
て
行
い
、参
加
し
た
校
友
一
同
、お
祝
い
と

と
も
に
行
木
支
部
長
の
今
後
の
ご
健
康
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
か
ら
毎
年
継
続
し
て
き
た
開
催
し

て
き
た
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
、本
年
は
休

止
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、本
年
10
月
校
友

会
全
国
大
会
が
千
葉
県
に
て
開
催
さ
れ
る
為
、そ

ち
ら
に
集
中
し
よ
う
と
考
え
た
こ
と
か
ら
で
あ

り
ま
す
。
千
葉
大
会
で
は
、初
め
て
記
念
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
の
で
、会

場
と
な
る
真
名
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
隣
接
す

る
当
支
部
と
し
て
は
最
大
の
協
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
か
ら
千
葉
に
集
ま
る
校
友
の
皆
様
に
た

い
し
て
、最
大
の
お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
ま
す
。

　

千
葉
県
の
東
西
支
部
が
、一
致
協
力
し
て
開
催

さ
れ
る
こ
の
大
会
は
全
国
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
全
国
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、県
内

校
友
が
全
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
幹
事
長
　
元
吉
　
昭
夫

　

本
年
度
の
総
会
は
６
月
29
日
、市
内
で
開
催
し

事
業
と
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
役
員

に
つ
い
て
は
横
堀
支
部
長
以
下
全
員
留
任
。

　

役
員
会
は
忘
年
会
も
兼
ね
、
12
月
７
日
開
催

し
、全
国
大
会
へ
の
協
力
と
そ
の
方
法
を
打
合
わ

せ
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
幹
事
長
　
植
松
　
憲
一

　

平
成
30
年
の
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、私
達
山
武

地
域
支
部
の
行
木
支
部
長
が
旭
日
単
光
章
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！

　

行
木
支
部
長
は
、
永
年
に
亘
り
松
尾
町
及
び

山
武
市
の
商
工
会
会
長
と
し
て
地
域
経
済
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、両
市
町
の

議
会
議
員
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、今
回
の
受

章
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
11
月
12

日
に
皇
居
に
参
内
し
叙
勲
を
さ
れ
た
と
お
聞
き

い
た
し
ま
し
た
。

　

当
地
域
支
部
で
は
、新
年
会
に
合
わ
せ
て
こ
の

成
田
地
域
支
部

茂
原
地
域
支
部

山
武
地
域
支
部

習
志
野
地
域
支
部
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習
の
成
果
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
、見
事
な
出
来
栄

え
に
拍
手
喝
采
で
し
た
。

　

第
２
部
の
落
語
は
、地
域
支
部
員
以
外
の
明
治

の
O
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
及
び
市
民
参
加
の
３
名
に
よ
り
、

「
道
灌
」（
ど
う
か
ん
）「
転
失
気
」（
て
ん
し
き
）「
天

狗
裁
き
」の
３
題
が
演
じ
ら
れ
素
人
と
は
思
え
ぬ

話
術
で
大
爆
笑
の
う
ち
に
２
時
間
の
公
演
が
終
了

し
ま
し
た
。

　

副
支
部
長
　
鈴
木
　
士
郎　
　

　

二
月
三
日（
日
）「
八
千
代
駿
台
会
新
春
賀
詞
交

歓
会
」が
当
地
ユ
ア
エ
ル
ム
サ
ロ
ン
に
て
開
催
さ

れ
、会
の
冒
頭
北
川
宏
一
会
長
よ
り
例
年
に
も
増

し
た
熱
気
溢
れ
る
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
七
月
七
日（
日
）に
八
千
代
駿
台
会
創
立

三
十
周
年
記
念
を
冠
に「
第
十
回
明
治
大
学
マ
ン

ド
リ
ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」の
開

催
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、又
ゲ
ス
ト
と
し
て
ア
ン

ト
ニ
オ
古
賀
氏
を
招
聘
致
し
ま
す
。
母
校
及
び
地

域
社
会
へ
の
貢
献
を
旗
印
に
開
催
に
向
け
て
着
々

と
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
で
あ
り
ま
す
。
加
え

て
十
月
に
開
催
さ
れ
る「
第
五
十
五
回
明
治
大
学

全
国
校
友
千
葉
大
会
」
も
会
員
一
同
一
致
団
結

し
成
功
さ
せ
よ
う
と
の
決
意
表
明
に
な
り
ま
し

た
。

『
明
治
は
ひ
と
つ
』が
ん
ば
ろ
う
！

　

当
会
の
同
好
会「
駿
台
卓
球
ク
ラ
ブ
」も
発
足
七

年
に
な
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
五
人
の
初
期
の
目

的
は
“
市
民
大
会
に
出
場
す
る
〟で
し
た
が
、昨
年

七
月
に
市
民
大
会
に
準
ず
る「
八
千
代
市
シ
ニ
ア

ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会
」に
出
場
を
果
た
し
、岩
本

勝
男（
昭
三
七
・
経
営
卒
）と
倉
田
明
夫（
昭
三
九
・

経
営
卒
）両
選
手
が
ペ
ア
を
組
み
初
陣
に
挑
み
善

戦
し
ま
し
た
。
結
果
は
リ
ー
グ
戦
〇
勝
四
敗
の
成

績
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
経
験
を
糧
に
今
年

の
同
大
会
で
の
先
ず
は
一
勝
、さ
ら
に
は
上
位
入

賞
を
目
指
し
て
他
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
日
々
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
鈴
木
　
英
毅

　

全
国
校
友
千
葉
大
会
の
年
を
迎
え
、小
関
道
生

東
部
支
部
長
、前
田
勝
己
西
部
支
部
長
の
も
と
、本

部
役
員
の
皆
様
方
の
こ
れ
ま
で
、そ
し
て
今
後
に

向
け
て
の
大
変
な
ご
苦
労
を
推
察
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、大
会
終
了
後
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
や
誕
生
寺
、先
端
医
療
と
リ

ゾ
ー
ト
気
分
を
提
供
し
て
く
れ
る
亀
田
総
合
病
院

の
視
察
な
ど
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
当
地
域
支
部

と
し
て
、大
変
光
栄
で
あ
り
、受
入
れ
態
勢
に
万

全
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
で
す
。

ま
た
、昨
秋
の
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
鴨
川
キ
ャ

ン
プ
に
は
鳥
越
裕
介
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
は
じ
め
、

５
名
の
本
校
出
身
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム

激
励
に
加
え
、本
拠
地
・
千
葉
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

に
近
い
幕
張
メ
ッ
セ
を
会
場
に
、第
55
回
全
国
校

友
千
葉
大
会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、可
能
な
範
囲

で
参
加
の
お
願
い
し
ま
し
た
。

大
会
開
催
へ
向
け
、当
地
域
支
部
は
未
組
織
の
館

山
市
、
南
房
総
市
な
ど
の
校
友
に
対
し
、
千
葉
大

会
の
Ｐ
Ｒ
や
協
力
要
請
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
市
河
　
素
夫

　

市
原
地
域
支
部
は
、本
年
２
月
24
日
地
域
交
流

の
一
環
と
し
て「
第
１
回
歌
舞
伎
・
落
語
公
演
会
」

を
サ
ン
プ
ラ
ザ
市
原
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
の
都
合
で
口
コ
ミ
だ
け
の
宣
伝
で
し
た
が
予

定
し
て
い
た
30
名
ほ
ど
に
観
客
を
得
て
開
演
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、歌
舞
伎
が「
与
話
情
浮
名
横
櫛
」（
よ

わ
な
さ
け　

う
き
な
の
よ
こ
ぐ
し
）と「
弁
天
娘
女

男
白
波
」（
べ
ん
て
ん
む
す
め　

め
お
の
し
ら
な
み
）

の
２
本
の
演
目
で
行
わ
れ
、セ
リ
フ
を
忘
れ
た
り

所
作
を
間
違
え
た
り
す
る
こ
と
も
な
く
普
段
の
練

八
千
代
地
域
支
部

鴨
川
地
域
支
部

市
原
地
域
支
部



（7） 紫 紺 ち ば 2019年（平成31年）4月19日

収入の部
科目 増減額

Ⅰ本部よりの助成金収入 1,502,640
　1　支部総会開催通知費 933,640

　2　支部総会会場費 200,000

　3　支部運営助成費 369,000

Ⅱ支部会費収入 730,000
　1　支部総会収入 730,000

Ⅲ事業収入 149,000
　1　広報紙広告収入 149,000

Ⅳ果実収入 7
　1　預金利息 7

収入計 2,381647

Ⅴ前年度繰越収支差額 1,274,147

合計 3,655,794

支出の部
科目 増減額

Ⅰ事業費 116,000
　1　地域支部交流費 116,000

Ⅱ広報費 129,600
　1　支部会報発行費 129,600

Ⅲ運営費 2,192,895
　1　会議費 1,962,135

　　（1）支部総会費 1,665,071

　　　　 総会開催通知費 933,640

　　　　 総会会場費 200,000

　　　　 懇親会費 531,431

　　（2）役員会費 236,424

　　（3）監査委員会費 13,640

　　（4）旅費交通費 47,000

　2　事務費 112,333

　3　慶弔費 81,947

　4　ホームカミング費用 30,000

　5　ホームページ費用 6,480

支出計 2,438,495

Ⅳ当年度収支差額 -56,848

Ⅴ次年度繰越収支差額 1,217,299

合計 3,655,794

2017年度  決算報告書

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）

（単位：円）

資産の部
科目 当年度 前年度 増減

現預金 717,299 1,274,147 -556,848

　普通預金 717,299 1,274,147 -556,848

出資金 500,000 500,000

合計 1,217,299 1,274,147 -56,848

負債・収支差額の部
前年度繰越収支差額 1,274,147 860,475 413,672

当年度収支差額 -56,848 413,672 -470,520

合計 1,217,299 1,274,147 -56,848

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）

貸借対照表
（2018年3月31日現在）

収支計算書
（自2017年4月1日　至2018年3月31日）

日　時　令和元年 11月17日（日）
　　　　総会13：00～14：00（受付12：00～）
場　所　ホテルグリーンタワー幕張
　　　　（JR京葉線／海浜幕張下車）
            千葉市美浜区ひび野2-10-3
            ☎043-296-3676
会　費　10,000円（※当日ご持参ください）

明治大学校友会千葉県東部支部

令和元年度　定時総会・懇親会のご案内

※今回の総会は、10月の第55回全国校友千葉大会
開催に伴い、大会終了後の11月17日開催となります。

第1部　総会（13：00～14：00）
　『議事』
●第1号議案
　平成30年度「事業報告・決算承認・監査報告」の件
●第2号議案
　令和元年度「事業計画案・予算案承認」の件
●第3号議案
　役員改選の件
●その他

第2部　懇親会（14：00～16：00）

プログラム

明治大学校友会千葉県各地域支部定時総会　（開催日順）

 支部名 開催日時 会場 会費 連絡先

八千代 5月19日（日） 15:30 ユアエルム八千代台・エルムサロン 5,000円 080-5474-1945（伊藤）

鴨　川 5月23日（木） 18：00 鴨川ホテル三日月 7,000円 080-5196-7790（石田）

四街道 5月25日（土） 12:00 すし創作料理「一幸」四街道店 5,000円 043-422-0140（金子）

市　原 5月25日（土） 15:00 サンプラザ市原1Fアイスペース 4,000円 0436-37-1530（事務局）

成　田 5月25日（土） 17:00 成田Uシティホテル 5,000円 0476-22-3312（宮田）

木更津 5月28日（火） 18:00 ケルン 3,000円 0439-29-3264（池田）

習志野 6月1日（土） 18:00 鳥吉パーティハウス2F 3,000円 090-6133-4800（卯木）

印　旛 6月2日（日） 12：00 ホテルグリーンタワー幕張 6,000円 090-4811-9114（岩崎）

山　武 6月8日（土） 17：00 東金市「蓬莱閣」 5,000円 0475-52-3445（植松）

茂　原 6月28日（金） 18:00 居酒屋だいじゅ 6,000円 0475-25-9953（菅谷）

千　葉 11月17日（日）11:00 ホテルグリーンタワー幕張 2,000円 043-251-4148（国吉）
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（ホテルグリーンタワー幕張）

申し込み窓口
京成トラベルサービス㈱千葉支店　〒262-0033 千葉市花見川区幕張本郷2-5-1　TEL：043-297-2151　FAX：043-297-2122

（明治大学校友会千葉県東部支部・西部支部）

前夜祭

支部長・幹事長・地域支部長・本部員懇談会

●東京ベイ舞浜ホテルクラブリゾート
（浦安市舞浜）

【前夜祭参加費】
校　友：12,000円
同伴者：10,000円

【大会参加費】
校　友：13,000円
同伴者：10,000円

15時～16時30分

17時～19時

14時30分～15時45分
16時～17時

17時30分～19時30分

エクスカーション（県内・都内）

エクスカーション（半日・2コース）～13時30分

記念ゴルフ大会（真名カントリークラブ）

 第1部 記念式典
第2部 記念講演

●幕張メッセ（千葉市美浜区）
 第3部 懇親会
●ホテルニューオータニ幕張
（千葉市美浜区）

いすみ鉄道 前社長 鳥塚 亮氏（予定）

成田山新勝寺

東京湾アクアラインと海ほたる東京湾アクアラインと海ほたる

伊勢海老（千葉県が漁獲量全国 1位）伊勢海老（千葉県が漁獲量全国 1位）

いすみ鉄道 鴨川シーワールド

龍宮城スパホテル三日月と「霊峰不二」

チーバくん

オー
ル千葉おもてなし隊

～司会は明大校友の４名が担当！～
10/5 前夜祭司会 
竹山まゆみ（フリーアナウンサー）
國𠮷　晃甲（　　　　　　　　   　　）京葉美装社長

千葉コミュニティTV司会者

10/6 大会懇親会司会 
渡辺　正行（タレント）
高畑百合子（TBSアナウンサー）

令和元年
A B

ZOZOマリンスタジアム


